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さいたま市では、「さいたま市附属機関等の会議の公開に関する要綱」において会議録の作成が定められ、作成及びその公開は速やかに行うこととされている。
地域自立支援協議会についても、「会議録を作成すること」について運営要領等で定めているものの、その承認手続き等については規定していない。そのため、現在は当該会議直後の会議の議事として取り扱い、承認を得ることとしている。
　会議録は公文書であり、正確さが求められ、細部にわたる文言の確認等に時間を要すと同時に、見える化推進や市民参加を図る観点から迅速性も求められるため、現在の公開手続きを改めることとする。
●参考　さいたま市情報公開条例　抜粋
(情報公開の総合的な推進)
第21条　実施機関は、行政情報の開示を行うとともに、情報提供(市政に関する正確で分かりやすい情報を市民が迅速かつ容易に得られるよう提供することをいう。以下同じ。)により、情報公開の総合的な推進に努めるものとする。

●参考　他課における会議録の承認手続き例
	附属機関名【所管課】
	取扱い

	歯科口腔保健審議会
【健康増進課】
	会議の冒頭で「会議録については、会長一任により承認いただき公開することでよろしいか。」と確認している。

	社会福祉審議会
【福祉総務課】
	会議録の承認について議事にはしていない。各委員に内容を確認し、公開している。



今後の取扱い
以下の手続きで公開することとする。
	時期
	内容

	委員会当日
	事務局が議事の要旨を記録するとともに、会議内容を録音する。
会議の場において、「会議録については会長一任により承認いただき公開することでよろしいか。」と承認を得る。

	２週間以内
	事務局が録音した内容を確認し、会議録（案）を作成する。

	３週間以内
	事務局が各委員にメール等で会議録（案）の内容について確認する。
※委員が確認するために２週間ほどの期間を設ける。

	５週間以内
	事務局が各委員からの指摘を踏まえて修正した会議録（案）を委員長に送付し、承認を得る。※誤植以外の修正については、別途説明が必要。

	５週間程度
	事務局が各委員に確定した会議録の送付を行う。ホームページで公開する。



